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厚生労働省健康局結

核

感染症課

厚生労働省医薬。生活衛生局

総務課医薬品副作用被害対策室

血液凝固因子製剤に起因するHIV感染症患者 に対する医療費の取扱いについて（周知依頼）

平素より、 エイ

ズ

対策の推進について、多大なるご協力を賜り感謝申し上げます。

さて、標題の件については、平成 17 年 4 月 1 日健疾発第 0401003 号厚生労働省健康局疾病対策課

長通知「先天性血液凝固因子障害等治療研究事業の実施について」の 6 (2) において、「治療研究
事業の対象となる医療は、先天性血液凝固因子欠乏症及び血液凝固因子製剤の投与に起因するHlV

感染症並びに当該疾患に付随して発現する傷病に対する医療であること」と示しているところです

が、医療機関によってその取扱いに差異があるとの意見があったことから、同規定の考え方につい
て、平成 25 年 4 月 1 日健疾発 0401 第 3 号厚生労働省健康局疾病対策課長通知「血液凝固因子障害
等治療研究事業の対象となる医療の範囲について」において、改めて周知したところです。

しかしながら、今般においても、特に血液凝固因子製剤に起因するHIV感染症患者（以下、血友

病薬害被害者）に対する医療費において、他科診療時などに公費負担の範囲を狭く運用される事例
　　　が報告されています。

これらを踏まえ、標題に係る医療費の取扱いが適切に運用されるよう、別添のとおりまとめまし 
たので、改めて周知させていただきます。

貴職におかれましては、本内容を十分ご理解いただき、診療部門のみならず事務・会計部門を含 

めた職員に対し、周知徹底をお願いするとともに、貴院に通院中の血友病薬害被害者がおられまし 
たら、ご本人にも配付いただくなど、本件に関する周知徹底にご協力のほどよろしくお願いしますD

（別添）
〇医療機関のみなさまへ 血液凝固因子製剤に起因するHIV感染症患者に対する医療費の取扱い

について 
〖本件に関する照会先〗
厚生労働省健康局結核感染症課エイズ対策推進室
（電話） 03-5253-l111 （内線 2358)
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